
■ 製品評価技術基盤機構（NITE)生物遺伝資源部門（NBRC)

我が国における微生物を中心とした中核的な生物資源機関として欧米並み（１０万の生物遺伝資
源）に生物遺伝資源を整備することを目指し、平成１７年度までに生物遺伝資源の探索、収集、分離、
同定等により約５万の生物遺伝資源（微生物、DNAクローン、培養ブロス等）を保存する。

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進
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＜＜NBRCNBRCにおける事業の概要＞における事業の概要＞
--未知の可能性に富んだ重要産業資源である微生物遺伝資源の戦略的確保に向けて－未知の可能性に富んだ重要産業資源である微生物遺伝資源の戦略的確保に向けて－

生物遺伝資源環境の劇的変化

・国としての微生物の管理
が必要

・海外微生物資源へのアク
セスの確保が不可欠

中核機関の
整備が急務

微生物の収集・保存・提供
２００２年～

特許微生物の寄託業務
（含む国際寄託）２００４年～

海外資源（微生物）へのアクセス
２００３年～

（独）製品評価技術基盤機構

ＮＩＴＥ－ＮＢＲＣの設立
（千葉県木更津市）

※国内２５の微生物遺伝資源機関の
中核機関としての位置づけ

我が国中核機関の設立

・企業・大学等への質の高
い研究・事業基盤の提供

(バイオ研究に不可欠な基
盤的材料・情報)

・バイオ関連製品の開発・
評価に不可欠な標準的微
生物の提供

・バイオ関連技術・製品の
特許権の確定・保証

産業界等への知的基盤の提供

海外微生物遺伝資源へのアクセス確保

国際的環境整備

これまでの成果／赤字は昨年10月以降

○微生物遺伝資源の移転、利用に関する
政府間合意書（ＭＯＵ）の締結

・インドネシア政府 （２００２年）

・ベトナム政府、ミャンマー政府 （２００４年）

・中国・タイ政府との交渉が進展
○世界初の政府ベースでの微生物移転

・インドネシア、ベトナム、ミャンマーの微生物
約４，３００株の移転に成功
・企業内での利用のための契約が最終段階

○アジア・コンソーシアムの設立
・微生物遺伝資源の共同管理・利用を目的とした

世界初の多国間協力体制を確立

今 後 の 展 開

○より広範な国々との協力関係の構築
・中国とＭＯＵ締結の合意
・タイとのＭＯＵ締結（2005年2月予定）
・フィリピン及び韓国と相互協力の可能性に
ついて協議中

○アジア・ｺﾝｿｰｼｱﾑ活動の本格化
・各国からの研修生を受入開始（2004/11～)
・各国の招聘により代表者を派遣（2004/11～)
・第二回総会はタイで開催（2005年11月）
・第三回総会は、中国で開催予定

○各国政府との粘り強い交渉と
信頼関係の構築

【各国との交渉】
・インドネシア政府（2000年～2002年）
・ベトナム政府・ミャンマー政府

（2001年～2004年）
【人材育成協力】

・アジア研修生の受入れ
・トレーニングコースの開催（2003年～）

１．生物多様性条約の発効（１９９３年）

２． 生物遺伝資源の産出国への帰属確立

国家間の移動に対する重大な支障

・２０１０年までに１０万
の生物遺伝資源確
保を目標

・設立後３年で ４万を
達成

・産業界等に対し、
年間に約７千の生物
遺伝資源を提供

経済産業省産業技術環境局知的基盤課より


